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貸倒引当金繰入額（個別）及び債務保証損失引当金戻入益（個別）の計上に関するお知らせ

　当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり貸倒引当金繰入額（個別）及び債務保証損失

引当金戻入益（個別）を計上することを決議いたしましたので、お知らせ致します。

記

１．NP ROLPIN SASへの貸付金に対する貸倒引当金繰入額（個別）の内容

　当社は連結子会社であるNP ROLPIN SASの生産及び販売実績が当初計画を大きく下回ったこと

により平成30年９月末時点において、同社の状況が大きく改善しておらず、223百万円の債務超過

となったため同社への貸付金に対して152百万円の貸倒引当金繰入額を追加計上することを決議

いたしました。

　これにより当社が同社への貸付金に対して計上した貸倒引当金は223百万円になります。

２．債務保証損失引当金戻入益（個別）及びROLKEM SASへの貸付金に対する貸倒引当金繰入額（個別）の内容

　NP ROLPIN SASは完全子会社であるROLKEM SASに対して、平成30年６月末時点において3百万ユ

ーロの運転資金融資を行っており、当社はこの金銭消費貸借契約に対して、債務保証契約を締結

しておりました。そのため当社はROLKEM SASの債務超過額に対して債務保証損失引当金149百万

円を計上しておりましたが、当社から新たにROLKEM SASに対して4百万ユーロの返済資金融資を行

ったことで、ROLKEM SASはNP ROLPIN SASに対して借入金の返済を完了致しました。これにより当

社は債務保証損失引当金戻入益149百万円を計上するとともに、ROLKEM SASへの貸付金に対して、

平成30年９月末時点における債務超過額相当額の166百万円の貸倒引当金繰入額を計上すること

を決議いたしました。

3．業績に与える影響

　上記の貸倒引当金繰入額及び債務保証損失引当金戻入益は、連結決算上は消去されるため、連

結業績に与える影響はございません。
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